






















































Ⅴ . 成果（地域との連携の成果） 
今回の成果であるアンケート結果を以下に示す。  
参加者数：第 1回（10月6日）：65名、第2回（12月1日）：62名 
アンケート回収率：72％（問 1～8 は、第 1 回実施、問 9～13 は、第 2 回実施。）  
以下アンケート内容（図 3） 
問 1. あなたの年齢を教えてください。  
平均年齢：67 歳（ 35 歳〜89 歳） 
問 2. あなたの性別を教えてください。  
：男性 15 名、女性 35 名 
問 3.過去 6 ヶ月間で転んだことはありますか？  
：ある：28％ ない： 72％ 
問 4. 「痛みの基礎と最新治療」を受講して理解が深まりましたか？   
かなり理解できた：28％ ・ 理解できた：59％ ・ どちらともいえない：7％ 
あまり理解できなかった：7％ ・ 全く理解できなかった：0％ 
問 5. 「痛みの理学療法」を受講して理解が深まりましたか？   
かなり理解できた：25％ ・ 理解できた： 61％ ・ どちらともいえない：9％ 
あまり理解できなかった： 2％ ・ 全く理解できなかった：2％ 
問 6.今回の講義を受け今後の生活で自主訓練を実施しようと思いますか？  
必ず実施する：18％ ・ 実施する：77％ ・ どちらともいえない：5％ 
実施しない：0％ ・ 絶対に実施しない：0％ 
問 7. あなたの今の痛みについて教えてください？（第 1 回 10 月 6 日実施） 
痛みがある： 70％   痛みがない：30％ 
問 8.痛みがあると回答した方にお聞きします。本日の講座受講前後の痛みの強度と痛みの
不安を下記の数字に○を付けてください。  
痛み強度の改善した人：40％   痛みの不安が改善した人： 55％ 
問 9.前回の講義を受け、自主訓練を行いましたか？  
実施した：38％、実施しない：48％  
問 10. 「生涯人間発達と健康」を受講して理解が深まりましたか？   
かなり理解できた： 8％ ・ 理解できた： 77％ ・ どちらともいえない：5％ 
あまり理解できなかった： 2％ ・ 全く理解できなかった：0％ 
問 11. 「筋力トレーニング」を受講して理解が深まりましたか？   
かなり理解できた：14％ ・ 理解できた： 77％ ・ どちらともいえない：0％ 
あまり理解できなかった： 0％ ・ 全く理解できなかった：0％ 
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問 12. 今回の講義を受け今後の生活で自主訓練を実施しようと思いますか？   
必ず実施する：11％ ・ 実施する：74％ ・ どちらともいえない：9％ 
実施しない： 0％ ・ 絶対に実施しない： 0％ 
問 13. あなたの今の痛みについて教えてください？（第 2 回 12 月 1 日実施） 
痛みがある： 51％   痛みがない：49％ 
     
図 1 リハビリサポートの広告    図 2 すこやかリハサポートの講座の様子  
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（ ％ ）  
努力して動きます。本日はありがとうございました。 





















た。第 1 回目の講座後、自主訓練を実施できた人は、38％であった。第 1、2 回の自主訓練
へのモチベーションは、同様の傾向があった。第 2 回の講座後の痛みは、痛みがあると答
えた人は、減少していた。これは、自主訓練をした人の痛みが減少した可能性もあると考
えられた。今回、受講生のトレーニングに対する意欲が向上した。各講座の満足感も高い
結果であると推察した。自由記載は、講座開催への感謝の思いや、痛みの正しい知識を学
ぶことで痛みが減少したという感想がみられた。以上より、今回の講座が地域在住の方々
に役立てられ、本学が地域貢献に至っていると推察した。ゆえに今後も活動を継続する必
要性を感じた。 
今回の健康講座では、痛みを中心に脳と身体のトレーニングが健康寿命に関連し、つな
がることを伝えた。新たな慢性疼痛の概念は、まだまだ、住民に周知されていない。今後
も、痛み講座の必要性を感じた。すこやかな生活には、痛みの問題が大きく関連する。こ
のようなに健康に関する様々な企画を、地域の方々に受講していただくことで、健康寿命
延長がする可能性がある。本講座の受講生は、高齢者で痛みを持つ方が多く参加された。
受講生は、痛みの知識を学ぶことで、日常生活における身体や脳の不安体験を減少できた
可能性がある。このような方々に、より健康な生活を送っていただくため、我々は、健康
講座を開催していく意義があると考えている。ゆえに今後も、すこやかリハサポート健康
講座を継続することで、この地域住民の方々のリハビリサポート体制を整えて行く。 
 
Ⅵ. 発表計画等 
保健福祉実践開発研究センターが企画する報告会で発表する。 
